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第４補給処官給品等取扱要領 

 

 

 

 

航空自衛隊第４補給処 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資伺第１０号（令和８年３月１８日）別冊  

一部変更 資伺第４７号（令和８年９月８日） 

 
 
 
 
 
 
 

第４補給処官給品等取扱要領 

 

 

 

 

航空自衛隊第４補給処 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４章 外注用修理品の処理 

 （取り外し部品等の処理） 

第１４条 （略） 

(3) 返還の通知 

工場調整記録（別紙５－５－１）及び工場調整記録（別紙５－７－１）を作 

成し、返還物品到着前日までに入力を完了させる。メール又は郵送等により通 

知する場合は、返還物品到着前日までに第４補給処に到着するよう通知する。  

なお、エラーが発生した場合においては、返還物品到着前日までにこれを是 

 正する。 

 

（官給品官給品の受領） 

第１８条 工場物品管理責任者は、官給品を受領した場合添付された受領書又は 

管理換表（写）に基づき、次の各号に定める処理を実施する。 

 

第１１章 不用品の処理 

（不用決定通知） 

第５２条 第４補給処長は、不用決定申請を承認した場合は処置事項を明記の

上、不用決定書２部を契約工場へ送付する。 

 （不用決定後の処理） 

第５３条 （略） 

 ２ 「不用決定後の処理」欄が「返還」と記載されたもの (1) 不用品として不 

用材料別区分表（別紙１１－１－１）に定める材料別に整理の上、その区分 

ごとに返品書を作成し、廃品出納官又は指定する部隊等の分任物品管理官に 

返還する。 

 

第１５章 雑則 

（委任規定） 

第６３条 この取扱要領に定める業務の実施に必要な細部処理要領は、各工場物 

品管理責任者の定めるところによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 外注用修理品の処理 

（取り外し部品等の処理） 

第１４条 （略） 

(3) 返還の通知 

工場受領返還記録（別紙５－５－１）及び工場調整記録（別紙５－７－１）を 

 作成し、返還物品到着前日までに入力を完了させる。メール又は郵送等により通 

知する場合は、返還物品到着前日までに第４補給処に到着するよう通知する。  

なお、エラーが発生した場合においては、返還物品到着前日までにこれを是 

 正する。 

 

（官給品官給品の受領） 

第１８条 工場物品管理責任者は、官給品を受領した場合、添付された受領書又は 

管理換表（写）に基づき、次の各号に定める処理を実施する。 

 

第１１章 

（不用決定通知） 

第５２条 第４補給処長は、不用決定申請を承認した場合は処置事項を明記の上、

不用決定書１部を契約工場へ送付する。 

（不用決定後の処理） 

第５３条 （略） 

 ２ 「不用決定後の処理」欄が「返還」と記載されたもの  

(1) 不用品として不用材料別区分表（別紙１１－１－１）に定める材料別に整 

理の上、その区分ごとに返品書を作成し、廃品出納官又は指定する部隊等の 

分任物品管理官に返還する。 

 

第１５章 雑則 

（電算機利用申請） 

第６３条 契約工場等が電算機を新規に利用したい場合、又は利用中の申請内容に 

変更がある場合は、後方支援サービス利用申請書（別紙第１５－１－１）を作成 

し、資材計画部長（在庫統制課長気付）に提出するものとする。 

（電算機の貸付） 

第６４条 契約工場等は、前条の申請が許可された場合は、第２６条の規定に基づ 

き接続用パソコン等の無償貸付を申請するものとする。 

（委任規定） 

第６５条 この取扱要領に定める業務の実施に必要な細部処理要領は、各工場物 

品管理責任者の定めるところによる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３１ 

ＥＲＣ（性価区分）コード一覧表 

 
性価区分表 

別紙１－１－１ 

区分 記号 対   象   品   目 

消
耗
性
区
分 

Ｎ 非消耗性品目 
使用により直ちに消耗せず、通常の状態ではそ
の性質及び形状は失わず、本質的にほかの品目
の部品とならない品目 

Ｘ 消耗性品目 

使用により消耗するか又はほかの品目に取り
付けられたり、合体されることにより、本来の
性質又は形状が失われるか、若しくはほかの品
目の一部となる品目 

修
理
区
分 

Ｄ 補給処段階修理品目 
要修理となった場合、補給処整備段階までは、
通常、経済的に修理可能とされる品目 

Ｂ 基地段階修理品目 

次の１～３のいずれかに該当する品目 
１ 要修理となった場合、基地整備段階限りの
修理とするのが、通常、経済的とされるもの 

２ 本質的に修理不可能なもの 
３ 使用によって消失するもの 

価
格
区
分 

１ 高 価 格 単価３００万円以上の品目 

２ 中 価 格 

非消耗性品目：単価３００万円未満かつ２万円
以上の品目 
消耗性品目 ：単価３００万円未満かつ３万円
以上の品目 

３ 低 価 格 
非消耗性品目：単価２万円未満の品目 
消耗性品目 ：単価３万円未満の品目 

表 示 桁 数 

３桁表示内訳 
（２「性価区分表」のとおり。） 

備  考 
(１桁目) 
消耗性区分 

(２桁目) 
修理区分 

(３桁目) 
価格区分 

１ 桁 ３ 桁 

０ ＸＢ３ 
消耗性品目 
（消耗品） 

基地段階 
修理品目 

低価格 
（注１） 

注１：単価３万円以上で
も、物品の性質
上、使用すれば消
耗する品目（燃
料、材料、薬品類
等）及び本質的に
修復できない補
用部品等の品目
を含む。 

注２：単価２万円未満で
も、物品の性質
上、消耗品とみな
すのが不適当な
品目を含む。 

１ ＸＤ１ 同 
補給処段階 
修理品目 

高 価 格 

２ ＸＤ２ 同 同 低 価 格 

３ ＸＢ１ 同 
基地段階 
修理品目 

高 価 格 

４ ＸＢ２ 同 同 低 価 格 

５ ＮＤ１ 
非消耗性 
品目 

補給処段階 
修理品目 

高 価 格 

６ ＮＤ２ 同 同 低 価 格 

７ ＮＢ１ 同 
基地段階 
修理品目 

高 価 格 

８ ＮＢ２ 同 同 低 価 格 

９ ＮＢ３ 
同 

（消耗品） 
同 

低価格 
（注２） 

 ３１ 

１ ＥＲＣ（性価区分）コード一覧表 

 
２ 性価区分表 

別紙１－１－１ 

区分 記号 対   象   品   目 

消
耗
性
区
分 

Ｎ 非消耗性品目 
使用により直ちに消耗せず、通常の状態ではそ
の性質及び形状は失わず、本質的にほかの品目
の部品とならない品目 

Ｘ 消耗性品目 

使用により消耗するか又はほかの品目に取り
付けられたり、合体されることにより、本来の
性質又は形状が失われるか、若しくはほかの品
目の一部となる品目 

修
理
区
分 

Ｄ 補給処段階修理品目 
要修理となった場合、補給処整備段階までは、
通常、経済的に修理可能とされる品目 

Ｂ 基地段階修理品目 

次の１～３のいずれかに該当する品目 
１ 要修理となった場合、基地整備段階限りの
修理とするのが、通常、経済的とされるもの 

２ 本質的に修理不可能なもの 
３ 使用によって消失するもの 

価
格
区
分 

１ 高 価 格 単価３００万円以上の品目 

２ 中 価 格 

非消耗性品目：単価３００万円未満かつ２万円
以上の品目 
消耗性品目 ：単価３００万円未満かつ３万円
以上の品目 

３ 低 価 格 
非消耗性品目：単価２万円未満の品目 
消耗性品目 ：単価３万円未満の品目 

表 示 桁 数 

３桁表示内訳 
(１ ＥＲＣ(性価区分)コード一覧表参照） 

備  考 
(１桁目) 
消耗性区分 

(２桁目) 
修理区分 

(３桁目) 
価格区分 

１ 桁 ３ 桁 

０ ＸＢ３ 
消耗性品目 
（消耗品） 

基地段階 
修理品目 

低価格 
（注１） 

注１：単価３万円以上で
も、物品の性質
上、使用すれば消
耗する品目（燃
料、材料、薬品類
等）及び本質的に
修復できない補
用部品等の品目
を含む。 

注２：単価２万円未満で
も、物品の性質
上、消耗品とみな
すのが不適当な
品目を含む。 

１ ＸＤ１ 同 
補給処段階 
修理品目 

高 価 格 

２ ＸＤ２ 同 同 中 価 格 

３ ＸＢ１ 同 
基地段階 
修理品目 

高 価 格 

４ ＸＢ２ 同 同 中 価 格 

５ ＮＤ１ 
非消耗性 
品目 

補給処段階 
修理品目 

高 価 格 

６ ＮＤ２ 同 同 中 価 格 

７ ＮＢ１ 同 
基地段階 
修理品目 

高 価 格 

８ ＮＢ２ 同 同 中 価 格 

９ ＮＢ３ 
同 

（消耗品） 
同 

低価格 
（注２） 



現 行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改正案 

管理換票（受領書）の記入例 

出荷指令に基づき部隊から直送された官給品等の受領（仮受領）            

            

               注：１ 契約工場では、記入例（斜体太字）で示しているところだけ処置する。 

                          ２ 記事欄には、仮受領証書番号を記入する。 

別
紙
３
－
３
－
４
（
続
）

 

20250731 Ｓ １ 



工場受払記録記入要領（ＫＤ） 

物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目以外の入力時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙５－６－１（１－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工場受払記録記入要領（ＫＤ） 

物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目以外の入力時 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙５－６－１（１－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝 送 項 目 桁数 内   容   等 

種     別 ２ ３０（固有値） 

管理単位番号等 ６ 工場管理単位番号（数字のみで、左詰め４桁） 

通     番 ５ 送付（送信）単位ごとの件数を表す一連番号 
通 知 区 分 ２ ＫＩ：ショップへの払出し  ＫＴ：ショップからの返納 （注２） 
補 給 処 区 分 １ １（第４補給処ＫＤ）  
物 品 番 号 １８ 物品番号 

単     位 ２ 単位 

Ｎ Ｅ Ｗ 記 号 １ 

記録の状態記号 
△：その他 Ｃ：取消し Ｋ：被訂正（訂正前）データ Ｓ：訂正（訂正
後）データ ※訂正を行う場合、「Ｋ」及び「Ｓ」は常に一対で使用す
る。 

状態条件 ６ 
状態条件記号 
Ｓ：使用可能品 Ｒ：要修理品 Ｕ：要検査物品 Ｉ：ＩＮＣ物品  

数     量 ６ 受払数量（例：２５の場合 → ００００２５） 
官 給 区 分 １ Ｇ：ＧＦＰ品目 Ｃ：ＣＰＰ品目  Ｆ：ＣＦＰ品目  
証 書 番 号 １８ 工場で使用する証書番号（注３） 

参 照 番 号 １８ 編入物品の受払の際、対応する工場で使用する証書番号 
（対応する証書番号が未定の場合は、空白） 

ス ペ ー ス ４  

作 業 区 分 １ 

受払の根拠となる作業内容を数字で記入する。 
１：通常作業 
２：特別作業（ＴＣＴＯ、契約不適合疑義及びラインコンシューム・流用
分の補充等 

契 約 番 号 ９ 当該品目の受払に係る修理契約等の契約番号（注４） 

修 理 台 数 ４ 契約ごと受払時点で、何台目の修理かを表す一連番号 

Ｒ Ｔ 区 分 １ 

当該品目に係る修理契約等の状態 
Ｒ：要修理の修理契約等 Ｔ：ＴＯＣ、物品の修理契約等 
△：ＩＲＡＮ、オーバーホールの修理契約等、 Ｚ：編入待処置を行わな
い場合 

ＭＲＳ区分 １ 
Ａ：補給本部計画に係る（オーバーホール、定期修理等）  
Ｄ：補給処計画に係る（構成品修理等） 

修理主品目 
物品番号 

１８ 修理対象品目の物品番号又は補給処が別に示す修理等については修理適用
区分 

参考物品番号 １８ 編入物品の受払の際に代替品を払出し又は返納した場合、代替品の物品番
号を記入する。 

処理日付 ８ 電算機「工場受払通知エラー参照」で表示されたエラー照合処理日付 
エラー照合番号 ４ 電算機「工場受払通知エラー参照」で表示されたエラー照合番号 

スペース ５２  

 

伝 送 項 目 桁数 内   容   等 

種     別 ２ ３０（固有値） 

管理単位番号等 ６ 工場管理単位番号（数字のみで、左詰め４桁） 

通     番 ５ 送付（送信）単位ごとの件数を表す一連番号 
通 知 区 分 ２ ＫＩ：ショップへの払出し  ＫＴ：ショップからの返納 （注２） 
補 給 処 区 分 １ １（第４補給処ＫＤ）  
物 品 番 号 １８ 物品番号 

単     位 ２ 単位 

Ｎ Ｅ Ｗ 記 号 １ 

記録の状態記号 
△：その他 Ｃ：取消し Ｋ：被訂正（訂正前）データ Ｓ：訂正（訂正
後）データ ※訂正を行う場合、「Ｋ」及び「Ｓ」は常に一対で使用す
る。 

状態条件 １ 
状態条件記号 
Ｓ：使用可能品 Ｒ：要修理品 Ｕ：要検査物品 Ｉ：ＩＮＣ物品  

数     量 ６ 受払数量（例：２５の場合 → ００００２５） 
官 給 区 分 １ Ｇ：ＧＦＰ品目 Ｃ：ＣＰＰ品目  Ｆ：ＣＦＰ品目  
証 書 番 号 １８ 工場で使用する証書番号（注３） 

参 照 番 号 １８ 編入物品の受払の際、対応する工場で使用する証書番号 
（対応する証書番号が未定の場合は、空白） 

ス ペ ー ス ４  

作 業 区 分 １ 

受払の根拠となる作業内容を数字で記入する。 
１：通常作業 
２：特別作業（ＴＣＴＯ、契約不適合疑義及びラインコンシューム・流用
分の補充等 

契 約 番 号 ９ 当該品目の受払に係る修理契約等の契約番号（注４） 

修 理 台 数 ４ 契約ごと受払時点で、何台目の修理かを表す一連番号 

Ｒ Ｔ 区 分 １ 

当該品目に係る修理契約等の状態 
Ｒ：要修理の修理契約等 Ｔ：ＴＯＣ、物品の修理契約等 
△：ＩＲＡＮ、オーバーホールの修理契約等、 Ｚ：編入待処置を行わな
い場合 

ＭＲＳ区分 １ 
Ａ：補給本部計画に係る（オーバーホール、定期修理等）  
Ｄ：補給処計画に係る（構成品修理等） 

修理主品目 
物品番号 

１８ 修理対象品目の物品番号又は補給処が別に示す修理等については修理適用
区分 

参考物品番号 １８ 編入物品の受払の際に代替品を払出し又は返納した場合、代替品の物品番
号を記入する。 

処理日付 ８ 電算機「工場受払通知エラー参照」で表示されたエラー照合処理日付 
エラー照合番号 ４ 電算機「工場受払通知エラー参照」で表示されたエラー照合番号 

スペース ５２  

 



工場受払記録記入要領（ＡＤ） 

物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目以外の入力時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙５－６－１（１－２） 

 

 

 

工場受払記録記入要領（ＡＤ） 

物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目以外の入力時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙５－６－１（１－２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝 送 項 目 桁数 内   容   等 

種     別 ２ ３０（固有値） 

管理単位番号等 ６ 工場管理単位番号（数字のみで、左詰め４桁） 

通     番 ５ 送付（送信）単位ごとの件数を表す一連番号 
通 知 区 分 ２ ＫＩ：ショップへの払出し  ＫＴ：ショップからの返納 （注２） 
補 給 処 区 分 １ ４（第４補給処ＡＤ） 
物 品 番 号 １８ 物品番号 

単     位 ２ 単位 

Ｎ Ｅ Ｗ 記 号 １ 
記録の状態記号 
△：その他 Ｃ：取消し Ｋ：被訂正（訂正前）データ Ｓ：訂正（訂正後）デー
タ ※訂正を行う場合、「Ｋ」及び「Ｓ」は常に一対で使用する。 

状態条件 ６ 
状態条件記号 
Ｓ：使用可能品 Ｒ：要修理品 Ｕ：要検査物品 Ｉ：ＩＮＣ物品  

数     量 ６ 受払数量（例：２５の場合 → ００００２５） 
官 給 区 分 １ Ｇ：ＧＦＰ品目 Ｃ：ＣＰＰ品目  Ｆ：ＣＦＰ品目 
証 書 番 号 １８ 工場で使用する証書番号（注３） 

参 照 番 号 １８ 
編入物品の受払の際、対応する工場で使用する証書番号 
（対応する証書番号が未定の場合は、空白） 

ス ペ ー ス ４  

作 業 区 分 １ 

受払の根拠となる作業内容を数字で記入する。 
 １：通常作業 
 ２：特別作業（ＴＣＴＯ、契約不適合疑義及びラインコンシューム・流用分の補
充等 

契 約 番 号 ９ 当該品目の受払に係る修理契約等の契約番号（注４） 
修 理 台 数 ４ 契約ごと受払時点で、何台目の修理かを表す一連番号 

Ｒ Ｔ 区 分 １ 
当該品目に係る修理契約等の状態 
Ｒ：要修理の修理契約等 Ｔ：ＴＯＣ、物品の修理契約等 
△：ＩＲＡＮ、オーバーホールの修理契約等、 Ｚ：編入待処置を行わない場合 

ＭＲＳ区分 １ 
Ａ：補給本部計画に係る（オーバーホール、定期修理等）  
Ｄ：補給処計画に係る（構成品修理等） 

修理主品目 
物品番号 

１８ 修理対象品目の物品番号又は補給処が別に示す修理等については修理適用区分 

参考物品番号 １８ 
編入物品の受払の際に代替品を払出し又は返納した場合、代替品の物品番号を記入
する。 

処理日付 ８ 電算機「工場受払通知エラー参照」で表示されたエラー照合処理日付 
エラー照合番号 ４ 電算機「工場受払通知エラー参照」で表示されたエラー照合番号 

スペース １９  
ロット番号 １０ ロット管理品については、当該ロット番号（ロット管理品目でない場合は空白） 
スペース ２３  

 

伝 送 項 目 桁数 内   容   等 

種     別 ２ ３０（固有値） 

管理単位番号等 ６ 工場管理単位番号（数字のみで、左詰め４桁） 

通     番 ５ 送付（送信）単位ごとの件数を表す一連番号 
通 知 区 分 ２ ＫＩ：ショップへの払出し  ＫＴ：ショップからの返納 （注２） 
補 給 処 区 分 １ ４（第４補給処ＡＤ） 
物 品 番 号 １８ 物品番号 

単     位 ２ 単位 

Ｎ Ｅ Ｗ 記 号 １ 
記録の状態記号 
△：その他 Ｃ：取消し Ｋ：被訂正（訂正前）データ Ｓ：訂正（訂正後）デー
タ ※訂正を行う場合、「Ｋ」及び「Ｓ」は常に一対で使用する。 

状態条件 １ 
状態条件記号 
Ｓ：使用可能品 Ｒ：要修理品 Ｕ：要検査物品 Ｉ：ＩＮＣ物品  

数     量 ６ 受払数量（例：２５の場合 → ００００２５） 
官 給 区 分 １ Ｇ：ＧＦＰ品目 Ｃ：ＣＰＰ品目  Ｆ：ＣＦＰ品目 
証 書 番 号 １８ 工場で使用する証書番号（注３） 

参 照 番 号 １８ 
編入物品の受払の際、対応する工場で使用する証書番号 
（対応する証書番号が未定の場合は、空白） 

ス ペ ー ス ４  

作 業 区 分 １ 

受払の根拠となる作業内容を数字で記入する。 
 １：通常作業 
 ２：特別作業（ＴＣＴＯ、契約不適合疑義及びラインコンシューム・流用分の補
充等 

契 約 番 号 ９ 当該品目の受払に係る修理契約等の契約番号（注４） 
修 理 台 数 ４ 契約ごと受払時点で、何台目の修理かを表す一連番号 

Ｒ Ｔ 区 分 １ 
当該品目に係る修理契約等の状態 
Ｒ：要修理の修理契約等 Ｔ：ＴＯＣ、物品の修理契約等 
△：ＩＲＡＮ、オーバーホールの修理契約等、 Ｚ：編入待処置を行わない場合 

ＭＲＳ区分 １ 
Ａ：補給本部計画に係る（オーバーホール、定期修理等）  
Ｄ：補給処計画に係る（構成品修理等） 

修理主品目 
物品番号 

１８ 修理対象品目の物品番号又は補給処が別に示す修理等については修理適用区分 

参考物品番号 １８ 
編入物品の受払の際に代替品を払出し又は返納した場合、代替品の物品番号を記入
する。 

処理日付 ８ 電算機「工場受払通知エラー参照」で表示されたエラー照合処理日付 
エラー照合番号 ４ 電算機「工場受払通知エラー参照」で表示されたエラー照合番号 

スペース １９  
ロット番号 １０ ロット管理品については、当該ロット番号（ロット管理品目でない場合は空白） 
スペース ２３  

 



工場受払記録記入要領（ＫＤ） 

物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目の入力時 
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工場受払記録記入要領（ＫＤ） 

物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目の入力時 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙５－６－１（２－１） 

 

 

 

 

 

 

 

伝 送 項 目 (桁数) 内   容   等 

種   別 ２ ３０（固有値） 

管理単位番号等 ６ 工場管理単位番号（数字のみで、左詰め４桁） 

通   番 ５ 送付（送信）単位ごとの件数を表す一連番号 

通 知 区 分 ２ ＫＩ：ショップへの払出し  ＫＴ：ショップからの返納 （注１参照） 

補 給 処 区 分 １ １（第４補給処ＫＤ）  

物 品 番号 １８ 物品番号 
単   位 ２ 単位 

Ｎ Ｅ Ｗ 記号 １ 
記録の状態記号 
△：その他 Ｃ：取消し Ｋ：被訂正（訂正前）データ Ｓ：訂正（訂正後）デー
タ ※訂正を行う場合、「Ｋ」及び「Ｓ」は常に一対で使用する。 

状態条件 ６ 
状態条件記号 
Ｓ：使用可能品 Ｒ：要修理品 Ｕ：要検査物品 Ｉ：ＩＮＣ物品  

数   量 ６ 
０００００１（物品増減報告対象品目及びシリアル管理品目は数量「０００００１」
に限る。） 

官 給 区 分 １ Ｇ：ＧＦＰ品目 Ｃ：ＣＰＰ品目 Ｆ：ＣＦＰ品目  

証 書 番 号 １８ 工場で使用する証書番号（注３） 

参 照 番 号 １８ 
当該官給物品の受領に係る「工場受領返還記録」に記入した出荷側の証書番号又は調達要求番号を記入する。記録区分

「ＫＢ」により在庫となった物品を「ＫＩ」「ＫＴ」する場合は、「ＫＢ」した際に工場で付与した証書番号を記入する。 

本機納入年度 ４ 対象となる製造又は修理対象機器の納入年度を西暦（４桁数字）で記入する。 

作 業 区 分 １ 
受払の根拠となる作業内容を数字で記入する。 
 １：通常作業 

２：特別（ＴＣＴＯ、契約不適合疑義及びラインコンシューム・流用分の補充等 
契 約 番 号 ９ 当該品目の受払に係る修理契約等の契約番号（注４） 

修 理 台 数 ４ 契約ごと受払時点で、何台目の修理かを表す一連番号 

Ｒ Ｔ 区 分 １ 
当該品目に係る修理契約等の状態 
Ｒ：要修理の修理契約等 Ｔ：ＴＯＣ、物品の修理契約等 
△：ＩＲＡＮ、オーバーホールの修理契約等、 Ｚ：編入待処置を行わない場合 

ＭＲＳ区分 １ 
Ａ：補給本部計画に係る（オーバーホール、定期修理等）  
Ｄ：補給処計画に係る（構成品修理等） 

修理主品目物品番    
号 

１８ 修理対象品目の物品番号又は補給処が別に示す修理等については修理適用区分 

参考物品番号 １８ 
編入物品の受払の際に代替品を払出し又は返納した場合、代替品の物品番号を記入
する。 

処理日付 ８ 電算機「工場受払記録エラー参照」で表示されたエラー照合処理日付 

エラー照合番号 ４ 電算機「工場受払記録エラー参照」で表示されたエラー照合番号 

スペース ２９  

機器一連番号 １２ 
メール又は郵送等による通知に限り、物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目
の場合、機器一連番号を記入する。物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目で
ない場合は空白 

スペース １１  

 

伝 送 項 目 (桁数) 内   容   等 

種   別 ２ ３０（固有値） 

管理単位番号等 ６ 工場管理単位番号（数字のみで、左詰め４桁） 

通   番 ５ 送付（送信）単位ごとの件数を表す一連番号 

通 知 区 分 ２ ＫＩ：ショップへの払出し  ＫＴ：ショップからの返納 （注１参照） 

補 給 処 区 分 １ １（第４補給処ＫＤ）  

物 品 番号 １８ 物品番号 
単   位 ２ 単位 

Ｎ Ｅ Ｗ 記号 １ 
記録の状態記号 
△：その他 Ｃ：取消し Ｋ：被訂正（訂正前）データ Ｓ：訂正（訂正後）デー
タ ※訂正を行う場合、「Ｋ」及び「Ｓ」は常に一対で使用する。 

状態条件 １ 
状態条件記号 
Ｓ：使用可能品 Ｒ：要修理品 Ｕ：要検査物品 Ｉ：ＩＮＣ物品  

数   量 ６ 
０００００１（物品増減報告対象品目及びシリアル管理品目は数量「０００００１」
に限る。） 

官 給 区 分 １ Ｇ：ＧＦＰ品目 Ｃ：ＣＰＰ品目 Ｆ：ＣＦＰ品目  

証 書 番 号 １８ 工場で使用する証書番号（注３） 

参 照 番 号 １８ 
当該官給物品の受領に係る「工場受領返還記録」に記入した出荷側の証書番号又は調達要求番号を記入する。記録区分

「ＫＢ」により在庫となった物品を「ＫＩ」「ＫＴ」する場合は、「ＫＢ」した際に工場で付与した証書番号を記入する。 

本機納入年度 ４ 対象となる製造又は修理対象機器の納入年度を西暦（４桁数字）で記入する。 

作 業 区 分 １ 
受払の根拠となる作業内容を数字で記入する。 
 １：通常作業 

２：特別（ＴＣＴＯ、契約不適合疑義及びラインコンシューム・流用分の補充等 
契 約 番 号 ９ 当該品目の受払に係る修理契約等の契約番号（注４） 

修 理 台 数 ４ 契約ごと受払時点で、何台目の修理かを表す一連番号 

Ｒ Ｔ 区 分 １ 
当該品目に係る修理契約等の状態 
Ｒ：要修理の修理契約等 Ｔ：ＴＯＣ、物品の修理契約等 
△：ＩＲＡＮ、オーバーホールの修理契約等、 Ｚ：編入待処置を行わない場合 

ＭＲＳ区分 １ 
Ａ：補給本部計画に係る（オーバーホール、定期修理等）  
Ｄ：補給処計画に係る（構成品修理等） 

修理主品目物品番    
号 

１８ 修理対象品目の物品番号又は補給処が別に示す修理等については修理適用区分 

参考物品番号 １８ 
編入物品の受払の際に代替品を払出し又は返納した場合、代替品の物品番号を記入
する。 

処理日付 ８ 電算機「工場受払記録エラー参照」で表示されたエラー照合処理日付 

エラー照合番号 ４ 電算機「工場受払記録エラー参照」で表示されたエラー照合番号 

スペース ２９  

機器一連番号 １２ 
メール又は郵送等による通知に限り、物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目
の場合、機器一連番号を記入する。物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目で
ない場合は空白 

スペース １１  

 



工場受払記録記入要領（ＡＤ） 

物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目の入力時 
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工場受払記録記入要領（ＡＤ） 

物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目の入力時 
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伝 送 項 目 (桁数) 内   容   等 
種   別 ２ ３０（固有値） 

管理単位番号等 ６ 工場管理単位番号（数字のみで、左詰め４桁） 
通   番 ５ 送付（送信）単位ごとの件数を表す一連番号 

通 知 区 分 ２ ＫＩ：ショップへの払出し  ＫＴ：ショップからの返納 （注１のとおり。） 
補 給 処 区 分 １ ４（第４補給処ＡＤ）  
物 品 番 号 １８ 物品番号 

単   位 ２ 単位 

Ｎ Ｅ Ｗ 記 号 １ 
記録の状態記号 
△：その他 Ｃ：取消し Ｋ：被訂正（訂正前）データ Ｓ：訂正（訂正後）データ 
※訂正を行う場合、「Ｋ」及び「Ｓ」は常に一対で使用する。 

状態条件 ６ 
状態条件記号 
Ｓ：使用可能品 Ｒ：要修理品 Ｕ：要検査物品 Ｉ：ＩＮＣ物品  

数   量 ６ 
０００００１（物品増減報告対象品目及びシリアル管理品目は数量「０００００１」
に限る） 

官 給 区 分 １ Ｇ：ＧＦＰ品目 Ｃ：ＣＰＰ品目  Ｆ：ＣＦＰ品目 

証 書 番 号 １８ 工場で使用する整理番号（注３） 

参 照 番 号 １８ 

当該官給物品の受領に係る「工場受領返還記録」に記入した出荷側の証書番号又は
調達要求番号を記入する。 
記録区分「ＫＢ」により在庫となった物品を「ＫＩ」「ＫＴ」する場合は、「ＫＢ」
した際に工場で付与した証書番号を記入する。 

本機納入年度 ４ 対象となる製造又は修理対象機器の納入年度を西暦（４桁数字）で記入する。 

作 業 区 分 １ 
受払の根拠となる作業内容を数字で記入する。 
１：通常作業 
２：特別作業（ＴＣＴＯ、契約不適合疑義及びラインコンシューム・流用分の補充等 

契 約 番 号 ９ 当該品目の受払に係る修理契約等の契約番号（注４） 
修 理 台 数 ４ 契約ごと受払時点で、何台目の修理かを表す一連番号 

Ｒ Ｔ 区 分 １ 
当該品目に係る修理契約等の状態 
Ｒ：要修理の修理契約等 Ｔ：ＴＯＣ、物品の修理契約等 
△：ＩＲＡＮ、オーバーホールの修理契約等、 Ｚ：編入待処置を行わない場合 

ＭＲＳ区分 １ 
Ａ：補給本部計画に係る（オーバーホール、定期修理等）  
Ｄ：補給処計画に係る（構成品修理等） 

修理主品目物品
番号 

１８ 修理対象品目の物品番号又は補給処が別に示す修理等については修理適用区分 

参考物品番号 １８ 
編入物品の受払の際に代替品を払出し又は返納した場合、代替品の物品番号を記入
する。 

処理日付 ８ 電算機「工場受払記録エラー参照」で表示されたエラー照合処理日付 
エラー照合番号 ４ 電算機「工場受払記録エラー参照」で表示されたエラー照合番号 

スペース １９  
ロット番号 １０ ロット管理品については、当該ロット番号（ロット管理品目でない場合は空白） 

機器一連番号 １２ 
メール又は郵送等による通知に限り、物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目
の場合、機器一連番号を記入する。物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目で
ない場合は空白 

スペース １１  

 

伝 送 項 目 (桁数) 内   容   等 
種   別 ２ ３０（固有値） 

管理単位番号等 ６ 工場管理単位番号（数字のみで、左詰め４桁） 
通   番 ５ 送付（送信）単位ごとの件数を表す一連番号 

通 知 区 分 ２ ＫＩ：ショップへの払出し  ＫＴ：ショップからの返納 （注１のとおり。） 
補 給 処 区 分 １ ４（第４補給処ＡＤ）  
物 品 番 号 １８ 物品番号 

単   位 ２ 単位 

Ｎ Ｅ Ｗ 記 号 １ 
記録の状態記号 
△：その他 Ｃ：取消し Ｋ：被訂正（訂正前）データ Ｓ：訂正（訂正後）データ 
※訂正を行う場合、「Ｋ」及び「Ｓ」は常に一対で使用する。 

状態条件 １ 
状態条件記号 
Ｓ：使用可能品 Ｒ：要修理品 Ｕ：要検査物品 Ｉ：ＩＮＣ物品  

数   量 ６ 
０００００１（物品増減報告対象品目及びシリアル管理品目は数量「０００００１」
に限る） 

官 給 区 分 １ Ｇ：ＧＦＰ品目 Ｃ：ＣＰＰ品目  Ｆ：ＣＦＰ品目 

証 書 番 号 １８ 工場で使用する整理番号（注３） 

参 照 番 号 １８ 

当該官給物品の受領に係る「工場受領返還記録」に記入した出荷側の証書番号又は
調達要求番号を記入する。 
記録区分「ＫＢ」により在庫となった物品を「ＫＩ」「ＫＴ」する場合は、「ＫＢ」
した際に工場で付与した証書番号を記入する。 

本機納入年度 ４ 対象となる製造又は修理対象機器の納入年度を西暦（４桁数字）で記入する。 

作 業 区 分 １ 
受払の根拠となる作業内容を数字で記入する。 
１：通常作業 
２：特別作業（ＴＣＴＯ、契約不適合疑義及びラインコンシューム・流用分の補充等 

契 約 番 号 ９ 当該品目の受払に係る修理契約等の契約番号（注４） 
修 理 台 数 ４ 契約ごと受払時点で、何台目の修理かを表す一連番号 

Ｒ Ｔ 区 分 １ 
当該品目に係る修理契約等の状態 
Ｒ：要修理の修理契約等 Ｔ：ＴＯＣ、物品の修理契約等 
△：ＩＲＡＮ、オーバーホールの修理契約等、 Ｚ：編入待処置を行わない場合 

ＭＲＳ区分 １ 
Ａ：補給本部計画に係る（オーバーホール、定期修理等）  
Ｄ：補給処計画に係る（構成品修理等） 

修理主品目物品
番号 

１８ 修理対象品目の物品番号又は補給処が別に示す修理等については修理適用区分 

参考物品番号 １８ 
編入物品の受払の際に代替品を払出し又は返納した場合、代替品の物品番号を記入
する。 

処理日付 ８ 電算機「工場受払記録エラー参照」で表示されたエラー照合処理日付 
エラー照合番号 ４ 電算機「工場受払記録エラー参照」で表示されたエラー照合番号 

スペース １９  
ロット番号 １０ ロット管理品については、当該ロット番号（ロット管理品目でない場合は空白） 

機器一連番号 １２ 
メール又は郵送等による通知に限り、物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目
の場合、機器一連番号を記入する。物品増減報告対象品目又はシリアル管理品目で
ない場合は空白 

スペース １１  

 



 

 

工場受払不備記号一覧表 

 
ｴﾗｰﾏｰｸ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 不備内容 主な発生条件及び処置法 

Ｅ 

ＣＡＮ 当該物品番号に該当する管理原簿は取り消されている。   

ＣＦＧ 官給区分に「Ｃ」「Ｆ」「Ｇ」以外の記号が使用された。 
官給区分の入力が漏れていないか確認す

る。 

ＣＮＯ 

１ 通知区分が、「KI」「KT」のとき、契約番号が空白にな

っている。 

２ 「本機納入年度」欄が、未記入である。 

１ 参照番号が「ＮＯ－ＤＭＦ」かつ本機納入年度が入力

されている（物品増減報告品目以外の場合）。 

２ 本機納入年度が「１９００」～「２０９９」の範囲で

ない（物品増減報告品目の場合）。 

３ 契約番号が空白になっている。 

物品増減報告品目は、工場受払記録では

「納入年度」の入力が必要である。 

ＥＩＣ 修理主品目物品番号の欄が空白になっている。 被修理品の物品番号を入力する。 

ＨＣＡ 
参考物品番号に該当する管理原簿は取り消されている。か

つ参照番号が「ＮＯ－ＤＭＦ」でない。 
  

ＨＤＰ 参考物品番号は担任外である。   

ＨＮＤ 
参考物品番号に該当する管理原簿がない。かつ参照番号が

「ＮＯ－ＤＭＦ」でない。 
  

ＪＹＯ 
１ 状態条件が空白となっている。 

２ 状態条件が規定の記号になっていない。 

状態条件の入力が漏れていないか確認す

る。 

ＫＱＹ 

１ 個別管理受払の数量が空白となっている。 

２ 個別管理受払の数量が１以外となっている。 

３ 個別管理受払の数量合計が受払の数量と異なる。 

  

ＬＯＴ 

１ ロット番号が空白になっている。 

２ 当該ロット番号に該当する火工品ロット供用明細がな

い。 

３ 個別管理受払のロット番号が空白となっている。 

  

ＭＲＳ ＭＲＳ区分に「Ａ」「Ｃ」「Ｄ」以外の記号が使用された。 工場受払記録では入力が必要である。 

ＮＤＭ 当該物品番号に該当する管理原簿がない。 

初度の取外しや、他補給処からの取次ぎ

物品などは可能性大である。 

物品番号が誤っていないか確認する。 

ＮＥＷ ＮＥＷ記号が規定の記号になっていない。 
「Ｃ」「Ｋ」「Ｓ」以外の記号が使用され

た。 

ＮＰＳ 

１ 該当する供用明細がない（官給品）。 

２ 管理単位が空白となっている。 

３ 補給処等記号が空白となっている。 

物品番号が誤っていないか確認する。 

ＮＲＳ 該当する供用明細がない（寄託品）。 物品番号が誤っていないか確認する。 

 

別紙５－９－１ 

 

 

 

工場受払不備記号一覧表 

 
ｴﾗｰﾏｰｸ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 不備内容 主な発生条件及び処置法 

Ｅ 

ＣＡＮ 当該物品番号に該当する管理原簿は取り消されている。   

ＣＦＧ 官給区分に「Ｃ」「Ｆ」「Ｇ」以外の記号が使用された。 
官給区分の入力が漏れていないか確認す

る。 

ＣＮＯ 

１ 通知区分が、「KI」「KT」のとき、契約番号が空白にな

っている。 

２ 「本機納入年度」欄が、未記入である。 

１ 参照番号が「ＮＯ－ＤＭＦ」かつ本機納入年度が入力

されている（物品増減報告品目以外の場合）。 

２３ 本機納入年度が「１９００」～「２０９９」の範囲 

でない（物品増減報告品目の場合）。 

３４ 契約番号が空白になっている。 

物品増減報告品目は、工場受払記録では

「納入年度」の入力が必要である。 

ＥＩＣ 修理主品目物品番号の欄が空白になっている。 被修理品の物品番号を入力する。 

ＨＣＡ 
参考物品番号に該当する管理原簿は取り消されている。か

つ参照番号が「ＮＯ－ＤＭＦ」でない。 
  

ＨＤＰ 参考物品番号は担任外である。   

ＨＮＤ 
参考物品番号に該当する管理原簿がない。かつ参照番号が

「ＮＯ－ＤＭＦ」でない。 
  

ＪＹＯ 
１ 状態条件が空白となっている。 

２ 状態条件が規定の記号になっていない。 

状態条件の入力が漏れていないか確認す

る。 

ＫＱＹ 

１ 個別管理受払の数量が空白となっている。 

２ 個別管理受払の数量が１以外となっている。 

３ 個別管理受払の数量合計が受払の数量と異なる。 

  

ＬＯＴ 

１ ロット番号が空白になっている。 

２ 当該ロット番号に該当する火工品ロット供用明細がな

い。 

３ 個別管理受払のロット番号が空白となっている。 

  

ＭＲＳ ＭＲＳ区分に「Ａ」「Ｃ」「Ｄ」以外の記号が使用された。 工場受払記録では入力が必要である。 

ＮＤＭ 当該物品番号に該当する管理原簿がない。 

初度の取外しや、他補給処からの取次ぎ

物品などは可能性大である。 

物品番号が誤っていないか確認する。 

ＮＥＷ ＮＥＷ記号が規定の記号になっていない。 
「Ｃ」「Ｋ」「Ｓ」以外の記号が使用され

た。 

ＮＰＳ 

１ 該当する供用明細がない（官給品）。 

２ 管理単位が空白となっている。 

３ 補給処等記号が空白となっている。 

物品番号が誤っていないか確認する。 

ＮＲＳ 該当する供用明細がない（寄託品）。 物品番号が誤っていないか確認する。 

 

別紙５－９－１ 

 



 
ｴﾗｰﾏｰｸ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 不備内容 主な発生条件及び処置法 

Ｅ 

ＱＴＹ 

１ 数量が６桁の数字になっていない（「０００００１」以

上）。 

２ 個別管理品目の場合、数量が「０００００１」になってい

ない。 

物品増減報告対象品目及びシリアル管理

品目については、「１シリアル」につき

「１証書番号」が必要である。 

ＲＪＹ 
受領時状態条件に「Ｓ」「Ｒ」「Ｃ」「Ｉ」「Ｕ」「Ｔ」「Ｆ」「空

白」以外の記号が使用された。 

工場受領返還記録「ＭＳ」では入力が必

要である。 

受領時状態条件を間違えると、現数と工

場現在高調査の数量に不符合が発生する

ので注意する。 

ＲＮＫ 参照番号の管理単位（３桁目から４桁）が誤っている。 

「ＭＳ」「ＫＳ」において、参照番号欄の

３桁目から管理単位番号が入力されてい

るか確認する（カラム数の確認）。 

ＲＮＯ 

１ 参照番号の業務記号（先頭２桁）が英字以外となってい

る。 

２ 参照番号が「ＮＯ－ＤＭＦ」となっているが参考物品番号

が入力されていない。 

３ 当該参照番号に該当する受払がない。 

４ 参照番号が記載されていない。 

５ 参照番号欄の記載が「参照番号」又は「参照番号，受領時

状態条件」となっていない。 

  

ＲＴＣ 

１ ＲＴ区分に「Ｒ」「Ｔ」「空白」「Ｚ」以外の記号が使用さ

れた。 

２ ＭＲＳ区分が「Ａ」の時、ＲＴ区分に「空白」「Ｚ」以外

の記号が使用された。 

３ ＭＲＳ区分が「Ｄ」の時、ＲＴ区分に「Ｒ」「Ｔ」「Ｚ」以

外の記号が使用された。 

「Ｚ」は、編入待処理を伴わない処理に

使用する。 

ＳＮＯ 物品番号欄が空白になっている。   

ＳＯＪ 当該状態条件は出荷指令で指示された状態条件と相違する。   

ＳＯＳ 当該物品番号は出荷指令で指示された物品番号と相違する。   

ＳＰＫ 
１ 出荷先管理単位が空白になっている。 

２ 当該出荷先管理単位に該当する管理単位がない。 

工場受領返還記録「ＭＳ」では入力が必

要である。 

ＳＥＲ 

１ 個別管理品目に対し、機器一連番号が記載されていない。 

２ 機器一連番号が特定できない（当該参照番号に該当する受

払に機器一連番号が複数ある）。 

３ 機器一連番号が当該参照番号に該当する受払の機器一連番

号と相違する。 

４ 機器一連番号が特定できない（当該参照番号に該当する受

払に機器一連番号がない）。 

５ 当該機器一連番号に該当するシリアル物品増減がない。 

６ 当該機器一連番号に該当するシリアル物品増減の管理単位

が担当補給処の管理単位と相違する。 

７ 当該機器一連番号に該当するシリアル物品増減の供用先が

送信元の工場補給単位番号と相違する。 

８ 当該機器一連番号に該当するシリアル物品増減の状態条件

が通知された状態条件と相違する。 

９ 当該機器一連番号に該当するシリアル物品増減の管理単位

が空白以外となっている。 

10 個別管理品目に対し、機器一連番号が記載されていない

（自動Ｐ／Ｗ受領の際、機器一連番号が特定できない）。 

  

 

 

 

別紙５－９－１（続） 

 

 
ｴﾗｰﾏｰｸ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 不備内容 主な発生条件及び処置法 

Ｅ 

ＱＴＹ 

１ 数量が６桁の数字になっていない（「０００００１」以

上）。 

２ 個別管理品目の場合、数量が「０００００１」になってい

ない。 

物品増減報告対象品目及びシリアル管理

品目については、「１シリアル」につき

「１証書番号」が必要である。 

ＲＪＹ 
受領時状態条件に「Ｓ」「Ｒ」「Ｃ」「Ｉ」「Ｕ」「Ｔ」「Ｆ」「空

白」以外の記号が使用された。 

工場受領返還記録「ＭＳ」では入力が必

要である。 

受領時状態条件を間違えると、現数と工

場現在高調査の数量に不符合が発生する

ので注意する。 

ＲＮＫ 参照番号の管理単位（３桁目から４桁）が誤っている。 

「ＭＳ」「ＫＳ」において、参照番号欄の

３桁目から管理単位番号が入力されてい

るか確認する（カラム数の確認）。 

ＲＮＯ 

１ 参照番号の業務記号（先頭２桁）が英字以外となってい

る。 

２ 参照番号が「ＮＯ－ＤＭＦ」となっているが参考物品番号

が入力されていない。 

３２ 当該参照番号に該当する受払がない。 

４３ 参照番号が記載されていない。 

５４ 参照番号欄の記載が「参照番号」又は「参照番号，受領

時状態条件」となっていない。 

  

ＲＴＣ 

１ ＲＴ区分に「Ｒ」「Ｔ」「空白」「Ｚ」以外の記号が使用さ

れた。 

２ ＭＲＳ区分が「Ａ」の時、ＲＴ区分に「空白」「Ｚ」以外

の記号が使用された。 

３ ＭＲＳ区分が「Ｄ」の時、ＲＴ区分に「Ｒ」「Ｔ」「Ｚ」以

外の記号が使用された。 

「Ｚ」は、編入待処理を伴わない処理に

使用する。 

ＳＮＯ 物品番号欄が空白になっている。   

ＳＯＪ 当該状態条件は出荷指令で指示された状態条件と相違する。   

ＳＯＳ 当該物品番号は出荷指令で指示された物品番号と相違する。   

ＳＰＫ 
１ 出荷先管理単位が空白になっている。 

２ 当該出荷先管理単位に該当する管理単位がない。 

工場受領返還記録「ＭＳ」では入力が必

要である。 

ＳＥＲ 

１ 個別管理品目に対し、機器一連番号が記載されていない。 

２ 機器一連番号が特定できない（当該参照番号に該当する受

払に機器一連番号が複数ある）。 

３ 機器一連番号が当該参照番号に該当する受払の機器一連番

号と相違する。 

４ 機器一連番号が特定できない（当該参照番号に該当する受

払に機器一連番号がない）。 

５ 当該機器一連番号に該当するシリアル物品増減がない。 

６ 当該機器一連番号に該当するシリアル物品増減の管理単位

が担当補給処の管理単位と相違する。 

７ 当該機器一連番号に該当するシリアル物品増減の供用先が

送信元の工場補給単位番号と相違する。 

８ 当該機器一連番号に該当するシリアル物品増減の状態条件

が通知された状態条件と相違する。 

９ 当該機器一連番号に該当するシリアル物品増減の管理単位

が空白以外となっている。 

10 個別管理品目に対し、機器一連番号が記載されていない

（自動Ｐ／Ｗ受領の際、機器一連番号が特定できない）。 
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